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成果の概要（学術研究書刊行助成）／家入葉子 

 

 学術研究書刊行助成を受け、平成 22 年 3 月 11 日に Verbs of Implicit Negation and their 
Complements in the History of Englishを刊行した。ここに助成への謝意を表すとともに、著書の
概要を述べる。 
 本書は、さまざまな動詞の中から否定的な意味合いをもつ 11の動詞（forbid, refuse, forbear, 
avoid, prohibit, prevent, hinder, refrain, fear, doubt, deny）を取り上げ、その構文が歴史的にどのよ
うに変化してきたかを探ることにより、現代英語における動詞の構文選択のメカニズムを明ら

かにするものである。英語の動詞は、そのあとに that節、不定詞、動名詞などのさまざまな構
文を伴うことで、複雑な意味表現が可能となる。たとえば likeは動名詞と不定詞を伴うことが
できるが、動名詞を伴うとやや一般的な事象に言及することになるのに対して、to不定詞を伴
うと具体的に「そうしたい」という含意が感じられることなどが、先行研究において指摘され

てきた。しかしながら、現代英語を見ると、forbidは to不定詞を伴うのに、類似の意味を有す
る prohibit, preventは動名詞を伴うなど解明されていない点も少なくない。本書は、具体的な動
詞を取り上げ、その発達についての詳細な分析を行うことで、動詞に続く that節、不定詞、動
名詞構文の歴史全般への理解を深め、さらに現代英語の解明にも寄与することを意図したもの

である。 
 研究にあたって使用した主要な言語資料は、The Oxford English Dictionaryの CD-ROMである。
辞書データのコーパスとしての利用は、近年、新しい研究の手法として確立してきているもの

であり、The Oxford English Dictionary は、英語における通史的な言語変化を探る上での重要な
資料として注目されている。本書は、扱う動詞とその構文の分析を通じて、The Oxford English 
Dictionaryのコーパスとしての利用の意義にも言及している。 
全体は 6章から成り、第 1章では、動詞の構文の歴史的発達を概観し、G. Rhodenburgが提

唱する Great Complement Shift（英語の動詞では、近年動名詞を取るものが増加しているという
現象）を再検討する。第 2章では、歴史的にも現代英語においても不定詞構文が際立っている
動詞、forbid と refuse の発達過程を辿る。refuse の不定詞構文が歴史的に比較的安定している
のに対して、forbidは that節を従えていたものが、急速に不定詞にシフトする。このメカニズ
ムを明らかにする。第 3章では、歴史的に見て動名詞の発達が際立っている動詞、forbear, avoid
を分析・議論している。これらの動詞についても古い時代においては that節の使用が一般的で
あるが、現在では動名詞が一般的である。興味深いことは、動名詞への移行に際して、不定詞

構文を経由していることである。初期近代英語期（1500年―1700年）に、that節の衰退が不定
詞構文の増加を招き、ここから徐々に動名詞を発達させる様子が、データの分析を通して明ら

かになる。第 4章では、同じく動名詞構文が際立っているものの、単純な動名詞ではなく、from 
-ingのように前置詞を伴うものを取り上げた。具体的には prohibit, prevent, hinder, refrainである。
これらの動詞の歴史を見ると、that節、to不定詞、前置詞なしの動名詞、前置詞つきの動名詞
のすべての構文が段階的に起こっていることがわかる。現在でも前置詞を使用するかどうかで

揺れている場合も多いが、この揺れには、これらの動詞が辿ってきた歴史が関係しているもの

と考えられる。本章では、この点を浮き彫りにしている。第 5章で取り上げたのは、fear, doubt, 
denyの 3 つの動詞である。これらの動詞も古くは that 節を従えたが、that 節の衰退に際して、



第 2～4章で扱った動詞とは異なる発達を経験する。具体的には、I fear, I doubtのような表現の
頻度が高まり、文全体を修飾する副詞のような働きをするようになる。このような現象は、従

来は談話標識という別領域で議論されてきたが、動詞構文の歴史的な枠組みで論じることが可

能であることを本章は明らかにする。最後に、第 6章が結論となっている。 
本書の目次構成は、以下のようになっている。 
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